
災害対応拠点整備
・事務局に隣接して災害対応拠点備蓄倉庫を設置
・細やかなメンテナンスを必要とする大型の機器を
集中管理（発電機、電動工具、大型テントなど）
・緊急時には、緊急対策本部代替えスペースや非
常時参集要員のワークスペースとして活用できる
危機管理機能を備える

大学本部
災害対応拠点備蓄倉庫

各キャンパス配備方針
・各地区キャンパスに必要な備蓄品を配置（11台）
・備蓄品、必要数のマネージメント（適正配置）

旭町キャンパス

大型倉庫
（病院）

備蓄倉庫
（歯学部）

西大畑キャンパス （附属学校：新潟校園）

備蓄倉庫
（保健学科）

備蓄倉庫
（附属新潟小） （中学校） （特別支援学校）

五十嵐キャンパス備蓄庫

災害研前 ローソン裏 六花寮前 マンホールトイレ（体育館）

備蓄倉庫（2階） 備蓄倉庫（グランド） 非常用電源

長岡キャンパス（附属学校：長岡校園）

災害対応拠点及び災害備蓄倉庫の整備（平成26年4月）

４ 本学の危機への備えと取り組み

機1
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新潟大学 災害備蓄品一覧（令和５年３月１日現在）

４ 本学の危機への備えと取り組み

五十嵐地区 旭町地区 西大畑地区 長岡地区

機1
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マンホールトイレの整備（平成26年4月）

（地域住民も参加した訓練の様子）

４ 本学の危機への備えと取り組み

（設置場所）
五十嵐キャンパス
◇第１体育館の屋外
◇陸上競技場の脇

機1
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災害備蓄品等の整備（平成26年4月）

備蓄品目 備蓄内容

自助/ 避難
誘導

避難誘導キット
ヘルメット、防塵マスク、ホイッスル、サイリュームライト、
ケブラー軍手、簡易リュック

救助・救命 災害用救助工具キット
ジャッキ、ブルーシート、トラロープ２００ｍ、防煙マスク、
ゴーグル、革手袋、キャップライト、懐中電灯スタンド型、
防塵マスク、腕章、メガホン
救急箱５０人用、担架（搬送リアカー付き）

本部設営 トランシーバー、トランシーバー乾電池ケース、レシーバー、
ラジオ、ハロゲンライト５００Ｗ（スタンド付き）、コードリール
（防雨型）、発電機２．８ｋｖ、ガソリン携行缶２０Ｌ、ランタン６０
ＬＥＤ

避難生活
衛生

簡易トイレ

避難生活
就寝

フリース毛布アルミ転写アルミパック、エアーマット、アルミ寝
袋

避難生活
照明・暖房

発電機２．８ｋｖ、コードリール防雨型、サークルライト・スタン
ド付き、ガソリン携行缶２０Ｌ

（備蓄品使用訓練の様子）

機1
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災害拠点施設等設置場所
（令和4年12月現在）

４ 本学の危機への備えと取り組み

機1
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災害拠点施設等設置場所
（令和4年12月現在）

機1
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新潟市・長岡市 指定避難所

４ 本学の危機への備えと取り組み（参考）

災害時の相互協力に関する協定

キャンパス内の自動販売機

災害対策基本法に基づき、当該市から避難者の受入れ施設として指定
されているもの。

◇新潟市指定避難所・・・五十嵐キャンパス 第１体育館・第２体育館・
第３体育館・トレーニング施設
◇長岡市指定避難所・・・附属長岡小学校・附属長岡中学校

（補足）五十嵐キャンパスには自家発電設備（２機）が設置されており、
停電時には、第１体育館・第２体育館・第３体育館及びマンホールトイレ
のポンプへ送電する。（燃料（軽油）満タン時で７２時間稼働可能）

災害時に相互に協力・連携することを目的として、以下の２つの協定を
締結している。

◇「国立大学法人新潟大学と新潟大学生活協同組合との災害時にお
ける相互協力に関する協定（平成２４年１月１３日）」・・・飲料、食料その
他生活必需品物資の提供、食堂等施設の災害対策への利用提供など。

◇「大規模災害発生時における関東・甲信越地区国立大学法人等間の
連携・協力に関する協定書」（平成３０年５月１１日）・・・関東・甲信越地
区で大規模災害等が発生した場合等において、１５機関が相互に連
携・協力し、被災大学に対して迅速かつ的確な緊急支援及び復旧支援
を推進する。

キャンパス内に設置された自動販売機（一部のもの）は、災害時に飲料
等を無償で避難者等に提供できることになっている。

災害時用の優先電話回線

災害時用の優先電話回線を設置している。
◇危機管理センターの１階・２階に各１台設置
◇総務部総務課事務室に１台設置

機1
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新潟市と協働した地震対応訓練の実施（毎年6月16日）

新潟地震から５０周年の平成２６年６月１６日に初めて実施し、以降毎年実施している。

４ 本学の危機への備えと取り組み

機1
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揺れを感じたら、まず身の安全確保！

キャンパスにおける地震発生時の初動対応ポスターを作成・掲示（令和5年6月改定）

機1
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学内のＡＥＤ設置について５

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の設置について

新潟大学では、五十嵐、旭町、西大畑及び長岡の各地区にＡＥＤ（自動体外式除細動器）
を設置しています。各地区の配置図は次ページ以降のとおりです。
なお、取り扱いについては、取扱説明書をご覧ください。

ＡＥＤの使用方法については、防災訓練と併せてＡＥＤの使用訓練も実施しています。

◆五十嵐キャンパスの夜間・休日においては、守衛所のＡＥＤを使用可能です。
◆各地区の配置図の最新版及び取扱説明書は、以下のホームページに掲載しています。

https://www.niigata-u.ac.jp/university/map/aed/

機1
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①

⑪

⑧

医歯学総合病院のＡＥＤは、
各建物毎に設置数を示す

①

①

⑨

①
⑥

学内のＡＥＤ設置について５

機1
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５ 学内のＡＥＤ設置について

機1
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